
ここでは，平成 25 年度「基礎・基本」定着状況調査と平成 26 年度全国学力・学習状況調査の対象児童生徒が同一であることから両調査の関係を見る。 平成 25 年度「基礎・基本」定着状況調査において，教科全体の平均通過率が県平均未満であった学校のうち，平成 26 年度全国学力・学習状況調査の平均正答率が県平均以上になった学校群と県平均未満の学校群に分け，平成 26 年度調査における学校質問紙の回答状況において，「よくあてはまる」と回答した割合を比較した。（【分析手順】参照） その際，「よくあてはまる」と回答した割合の差が，小・中学校の国語，算数・数学のすべてで５ポイント以上ある項目について取り上げる。なお，５ポイント以上の項目は★で，10 ポイント以上の項目は★★で示している。 
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                                                                 〈小学校〉〈小学校〉〈小学校〉〈小学校〉 教科 H25「基礎・基本」定着状況調査 H26全国学力・学習状況調査   学校数(校)   学校数(校) 国語 県平均未満 206 県平均以上 61 県平均未満 144 算数 県平均未満 224 県平均以上 60 県平均未満 163         〈中学校〉〈中学校〉〈中学校〉〈中学校〉 教科 H25「基礎・基本」定着状況調査 H26全国学力・学習状況調査   学校数(校)   学校数(校) 国語 県平均未満 116 県平均以上 32 県平均未満 82 数学 県平均未満 101 県平均以上 12 県平均未満 88 ※Ｈ25とＨ26の学校数は一致していないのは統廃合等があったため。  

【分析手順】 ① 平成 25 年度「基礎・基本」定着状況調査において，教科全体の平均通過率が県平均未満であった学校を抽出 ② ①の学校のうち，平成 26 年度全国学力・学習状況調査において，平均正答率（※）が県平均以上となった学校と県平均未満の学校を抽出 ③ 県平均以上の学校と県平均未満の学校の平成 26 年度「基礎・基本」定着状況調査及び全国学力・学習状況調査の学校質問紙の回答状況を比較  ※  平成 26 年度全国学力・学習状況調査の正答率は，（Ａ問題とＢ問題の正答数の合計）÷（Ａ問題とＢ問題の設問数の合計）で計算している。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「基礎・基本」定着状況調査 学校質問紙調査〈教育活動全般〉 設問 小学校 中学校 国語 算数 国語 数学 各教科等のねらいを達成するために，授業において，言語活動の充実を図った。 ★ ★★ ★★    ★★ 家庭学習を計画的に行わせるような指導をした。 ★★ ★★ ★★★★    ★★ ★5ポイント以上差がある。★★10ポイント以上差がある。 
 

② 全国学力・学習状況調査 学校質問紙調査〈学校の指導方法等に関する設問〉 設問 小学校 中学校 国語 算数 国語 数学 調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，発言や活動の時間を確保して授業を進めましたか ★ ★★ ★ ★★ 調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，学習規律（私語をしない，話をしている人の方を向いて聞く，聞き手に向かって話をする，授業開始のチャイムを守るなど）の維持を徹底しましたか ★★ ★ ★ ★★ 調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，学級やグループで話し合う活動を授業などで行いましたか ★ ★★ ★★ ★★ 調査対象学年の児童生徒に対して，前年度に，教科や総合的な学習の時間，あるいは朝や帰りの会などにおいて，地域や社会で起こっている問題や出来事を学習の題材として取り扱いましたか ★ ★ ★ ★★ 調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，国語の指導として，児童生徒に与えた家庭学習の課題（長期休業期間中の課題を除く）について，評価・指導しましたか ★ ★ ★ ★★ 調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，家庭学習の取組として，児童生徒に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えるようにしましたか（国語／算数・数学共通） ★ ★★ ★★ ★★ 模擬授業や事例研究など，実践的な研修を行っていますか ★ ★ ★★ ★★ ★5ポイント以上差がある。★★10ポイント以上差がある。 
 

平成25 年度の「基礎・基本」定着状況調査よりも，平成２６年度全国学力・学習状況調査の方が学習内容の定着状況がよくなっていると考えられる学校の「よくあてはまる」と回答した割合が，小・中学校共に高い設問（★が小・中学校合わせて７つ以上の設問）は 「各教科等のねらいを達成するために，授業において，言語活動の充実を図った。」 「家庭学習を計画的に行わせるような指導をした。」 「調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，学級やグループで話し合う活動を授業などで行いましたか」 「調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，家庭学習の取組として，児童生徒に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えるようにしましたか」 である。 


